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ペリシテをあらかじめ征服
せいふく

したサムエル 

聖
せい

日
じつ

みことばのタイトル 

 

 

聖
せい

日
じつ

聖書
せいしょ

箇所
か し ょ

 

 

 

聖
せい

日
じつ

（主
しゅ

日
じつ

） 

礼拝
れいはい

の準備
じゅんび

をして礼拝
れいはい

をささげ 

みことばを私
わたし

の生活
せいかつ

に適用
てきよう

する 

ことまで、すべてが礼拝
れいはい

です 
 

礼拝
れいはい

の準備
じゅんび

のチェック 
 

  聖書
せいしょ

 
 

  献金
けんきん

 

 

  筆記
ひ っ き

用具
よ う ぐ

 
 

 ＜子
こ

どもの祈
いの

りの手帳
てちょう

＞ 

 

 週報
しゅうほう

を読
よ

む 

 

 

一週間
いっしゅうかん

握
にぎ

るみことば 

Ⅰサム 3:19 サムエルは成長
せいちょう

した。主
しゅ

は彼
かれ

とともにおられ、彼
かれ

のことばを一
ひと

つも地
ち

に落
お

とされなか

った。 

 

1.ハンナの祈
いの

りが答
こた

えられました 

 1) ハンナは誓願
せいがん

を立
た

てて、男
おとこ

の子
こ

を授
さず

けてくださるなら、ナジル人
びと

として育
そだ

てると約束
やくそく

しました（Ⅰサム 1:9～11） 

 2) ハンナは祈
いの

りに答
こた

えてくださった神様
かみさま

をほめたたえました（Ⅰサム 2:1～10） 

 3) ハンナが誓願
せいがん

したとおりに、サムエルは幼
おさな

い時
とき

から神殿
しんでん

で育
そだ

ちました（Ⅰサム3:1～3） 

 

2. サムエルはあらかじめ征服
せいふく

しました 

 1）主
しゅ

がサムエルのことばを一
ひと

つも地
ち

に落
お

とされませんでした（Ⅰサム 3:1～19） 

 2）ペリシテとの戦争
せんそう

で契約
けいやく

の箱
はこ

が奪
うば

われる事
じ

件
けん

が起
お

こりました（Ⅰサム 4:1～11） 

 3) ペリシテから契約
けいやく

の箱
はこ

が戻
もど

ってきました（Ⅰサム 6:1～18） 

 4) サムエルがミツパ運動
うんどう

をはじめました（Ⅰサム 7:1～15) 

 

3. サムエルには３つの業績
ぎょうせき

があります 

 1）すべての民
たみ

が偶像
ぐうぞう

を捨
す

てるようにしました（Ⅰサム 7:1～10） 

 2）サムエルが国
くに

を治
おさ

めているとき、戦争
せんそう

がなくなりました（Ⅰサム 7:13） 

 3）ダビデに油
あぶら

を注
そそ

いで王
おう

として立
た

てました（Ⅰサム 16:1～3） 
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学院
がくいん

福音
ふくいん

化
か

１課
か

 

 

 

 

 

 

ペリシテはどんな国
くに

でしょうか 
 

ペリシテ人
じん

はノアの二番目
に ば ん め

の息
むす

子
こ

、ハムの子
し

孫
そん

（創世
そうせい

記
き

10:14）です。彼
かれ

らの一
いち

部
ぶ

が地中海
ちちゅうかい

を渡
わた

って「ク

レテ」という島
しま

（エレミヤ 47:4、アモス 9:7）に住
す

むようになりました。そして、次
し

第
だい

に海
うみ

の近
ちか

くに住
す

む海洋民族
かいようみんぞく

になりました。 

また、ペリシテ人
じん

は、ほかの民族
みんぞく

と違
ちが

って、鉄
てつ

で作
つく

った 

強
つよ

い武器
ぶ き

を使
つか

いました。この武器
ぶ き

は、まわりの国
くに

が持
も

っ 

ていた武器
ぶ き

よりも優
すぐ

れていたので、カナンの地
ち

の人々
ひとびと

を 

簡単
かんたん

に追
お

い払
はら

って（申命
しんめい

記
き

2:23）、ペリシテ人
じん

が本来
ほんらい

暮
く

 

らしていた環境
かんきょう

と似
に

た海
うみ

辺
べ

の地
ち

を占領
せんりょう

するようにな 

りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イスラエルに危機
き き

が訪
おとず

れました！ 
 

 

カナンの海
うみ

辺
べ

の地
ち

を占領
せんりょう

したペリシテ人
じん

は、イスラエルを攻撃
こうげき

し始
はじ

めました。しかし、イスラ

エルの民
たみ

は、それに備
そな

えることができていませんでした。神様
かみさま

から遠
とお

く離
はな

れて偶像
ぐうぞう

に仕
つか

えて、み

ことばより自
じ

分
ぶん

自
じ

身
しん

の考
かんが

えをさらに重要
じゅうよう

に思
おも

っていたからです。何人
なんにん

かの士師
し し

（指
し

導者
どうしゃ

）の活躍
かつやく

によってペリシテ人
じん

を追
お

い出
だ

したこともありましたが（士師
し し

3:31、13～16章
しょう

）、結局
けっきょく

、神様
かみさま

の

契約
けいやく

の箱
はこ

を奪
うば

われてしまいました（I サムエル 4:11）。 

 

 

このようなみじめな状 況
じょうきょう

の中
なか

で、神様
かみさま

はひとりのレムナントを準備
じゅんび

しておられました。その

レムナントがハンナの祈
いの

りによって生
う

まれたサムエルです。サムエルは幼
おさな

い時期
じ き

から、ハンナが

誓
ちか

ったとおりに神様
かみさま

の幕
まく

屋
や

で育
そだ

ち、神様
かみさま

の御
み

声
こえ

を聞
き

いて、そのみことばをとても大切
たいせつ

にしました。

そして、神様
かみさま

が預言されたとおり死
し

んだ祭
さい

司
し

エリとその息
むす

子
こ

たちに代
か

わって、イスラエルの民
たみ

を

導
みちび

く指
し

導者
どうしゃ

として立
た

てられました。 

ペリシテをあらかじめ征服
せいふく

したサムエル  

ヘテ 

クレテ 
キプロス 

 カナン 

エジプト 

地
ち

中海
ちゅうかい

 

ペリシテの侵略
しんりゃく

過程
か て い

 

 エクロン 

地
ち

中海
ちゅうかい

 

アシュドテ 

ガザ 

ガド 

アシュケロン 

ペリシテの 5大都市
だ い と し
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。 

 

ミツパ運動
うんどう

を通
とお

して危機
き き

から逃
のが

れました！ 
 

 指
し

導者
どうしゃ

として立
た

てられたサムエルは、イスラエルの民
たみ

を「ミツパ」という地
ち

域
いき

に呼
よ

び集
あつ

めま

した。そして、そこで、このように宣言
せんげん

しました。 

 

 

 

 

「もし、あなたがたが心
こころ

を尽
つ

くして主
しゅ

に帰
かえ

り、あなたがたの 

間
あいだ

から外国
がいこく

の神々
かみがみ

やアシュタロテを取
と

り除
のぞ

き、 

心
こころ

を主
しゅ

に向
む

け、主
しゅ

にのみ仕
つか

えるなら、 

主
しゅ

はあなたがたをペリシテ人
じん

の手
て

から救
すく

い出
だ

されます。」 

（Iサムエル 7:3） 

 

 

 

このことばを聞
き

いたイスラエルの民
たみ

は、それまでのことを反省
はんせい

して、隠
かく

し 

ていたすべての偶像
ぐうぞう

を捨
す

て始
はじ

めました。そして、心
こころ

を尽
つ

くして主
しゅ

にのみ 

仕
つか

えると決心
けっしん

しました。ちょうどそのときにペリシテ人
じん

が攻
せ

め込んできた 

のですが、神様
かみさま

は大
おお

きな雷鳴
らいめい

をとどろかせ、イスラエルを勝利
しょうり

させてくだ 

さいました。それからサムエルが指
し

導者
どうしゃ

である間
あいだ

は、ペリシテ人
じん

がイス 

ラエルの国
くに

を攻撃
こうげき

できないように、神様
かみさま

が守
まも

っておられました。 

（Iサムエル 7:13） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼
おさな

いサムエルは、祭
さい

司
し

エリの二人
ふ た り

の息
むす

子
こ

とはちがう生活
せいかつ

をしていました。 

どんなちがいがあったのか、みことばを見
み

て書
か

いてフォーラムしましょう。 

 

祭
さい

司
し

エリの二人
ふ た り

の息
むす

子
こ

（I サムエル 2:12、17） 

 

 

 

サムエル（I サムエル 2:18,26、3:19） 

 

 

 

 

 

ミツパ運動
うんどう

の奥
おく

義
ぎ

はなんだったのでしょうか。 

ペリシテ人
じん

に勝
か

つことができた奥
おく

義
ぎ

は何
なん

だったのかを見
み

つけて書
か

いて、 

フォーラムしましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

メッセージを聞
き

いてフォーラムしよう 

学院福音
がくいんふくいん

化
か

メッセージを聞
き

いて、あらかじめ征服
せいふく

することができたサムエルの奥
おく

義
ぎ

は

何
なん

だったのかを書
か

きましょう。そして、書
か

いた内容
ないよう

を私
わたし

の生活
せいかつ

でどのように実践
じっせん

する

ことができるのかをフォーラムしましょう。 

 

学院
がくいん

福音
ふくいん

化
か

１課
か

 

 

ペリシテをあらかじめ征服
せいふく

したサムエル  
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か  
世
せ

界
かい

をあらかじめ征服
せいふく

したダビデ 

聖
せい

日
じつ

みことばのタイトル 

 

 

聖
せい

日
じつ

聖書
せいしょ

箇所
か し ょ

 

 

 

聖
せい

日
じつ

（主
しゅ

日
じつ

） 

礼拝
れいはい

の準備
じゅんび

をして礼拝
れいはい

をささげ 

みことばを私
わたし

の生活
せいかつ

に適用
てきよう

する 

ことまで、すべてが礼拝
れいはい

です 
 

礼拝
れいはい

の準備
じゅんび

のチェック 
 

  聖書
せいしょ

 
 

  献金
けんきん

 

 

  筆記
ひ っ き

用具
よ う ぐ

 
 

 ＜子
こ

どもの祈
いの

りの手帳
てちょう

＞ 

 

 週報
しゅうほう

を読
よ

む 

 

 

一週間
いっしゅうかん

握
にぎ

るみことば 

詩 78:70～72、Ⅰサム 16:23  主
しゅ

はまた、しもべダビデを選
えら

び、羊
ひつじ

のおりから彼
かれ

を召
め

し、乳
父

を飲
の

ませる

雌羊
めひつじ

の番
ばん

から彼
かれ

を連
つ

れて来
き

て、御
み

民
たみ

ヤコブとご自
じ

分
ぶん

のものであるイスラエルを牧
ぼく

するようにされた。彼
かれ

は、

正
ただ

しい心
こころ

で彼
かれ

らを牧
ぼく

し、英
えい

知
ち

の手
て

で彼
かれ

らを導
みちび

いた。（詩 78:70～72） 
 

1. 羊飼
ひつじか

いのとき、あらかじめ征服
せいふく

しました（詩 78:70～72） 

 1) 詩
し

篇
へん

を書
か

きました 

 2) 技
ぎ

能
のう

を磨
みが

きました 

 3) 王
おう

の器
うつわ

を備
そな

えました 

 

2. ダビデはあらかじめ征服
せいふく

しました 

 1) 主
しゅ

の霊
れい

が激
はげ

しく下
くだ

った人
ひと

でした（Ⅰサム 16:13） 

 2) ダビデが立琴
たてごと

をひくと、わざわいの霊
れい

が離
はな

れました（Ⅰサム 16:23） 

 3) ゴリヤテとペリシテ人
じん

の前
まえ

で、神様
かみさま

の救
すく

いを宣言
せんげん

しました（Ⅰサム 17:1～47） 

 4) 朝
あさ

と夜
よる

に神様
かみさま

に祈
いの

りました（詩 5:3、7:3） 

 5) 昼
ひる

にも祈
いの

りました（詩 23:1～6） 

 

3. あらかじめ世
せ

界福音
かいふくいん

化
か

を味
あじ

わいました 

 1) すべての民
たみ

に神様
かみさま

の救
すく

いをあかししました（Ⅰサム 17:1～47） 

 2) 神殿建築
しんでんけんちく

をあらかじめ準備
じゅんび

しました（Ⅰ歴 29:10～14） 
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いったい私
わたし

たちの王
おう

はだれでしょうか 
 

 イスラエルを率
ひき

いた預
よ

言者
げんしゃ

サムエルが年
とし

をとってきたので、イスラエルの人々
ひとびと

はまた、ペリシ

テ人
じん

を恐
おそ

れはじめました。さらに、次
つぎ

の後継者
こうけいしゃ

としてサムエルの息
むす

子
こ

たちが指
し

名
めい

されたのです

が、彼
かれ

らはお父
とう

さんであるサムエルとは違
ちが

って、自
じ

分
ぶん

の利
り

益
えき

によって動
うご

く指
し

導者
どうしゃ

だったので、す

でに人々
ひとびと

の信頼
しんらい

はありませんでした。そこでイスラエルの人々
ひとびと

は、ペリシテから国
くに

を守
まも

ることが

できる王
おう

が必要
ひつよう

だと思
おも

いました。（I サムエル 8:5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 しかし、神様
かみさま

はそれを良
よ

い考
かんが

えだとは言
い

われませんでした（I サムエル 8:7-8）。その理
り

由
ゆう

は、イスラエルを率
ひき

いるまことの王
おう

は神様
かみさま

ご自
じ

身
しん

であり、イスラエルの平
へい

和
わ

は強
つよ

い軍事力
ぐんじりょく

によっ

てもたらされるのではなく、神様
かみさま

ご自
じ

身
しん

がともにおられるときに与
あた

えられるという、ミツパ運動
うんどう

を通
とお

して知
し

らされた事
じ

実
じつ

を、彼
かれ

らが忘
わす

れていたからです。 

 

 サムエルはイスラエルに王
おう

を立
た

てれば、良
よ

いことよりも悪
わる

いことの方
ほう

が多
おお

く起
お

こるという神様
かみさま

のみこころを語
かた

って警告
けいこく

しました（Iサムエル 8:11-18）。人々
ひとびと

は、このことばを聞
き

こうとはせ

ず、王
おう

を立
た

ててくださいと言
い

い続
つづ

けました。そこで、神様
かみさま

は彼
かれ

らが願
ねが

うとおりに、王
おう

を立
た

てるこ

とを許
ゆる

されました（I サムエル 8:22）。 

 

 

 

 

 

 

 

サウルを王
おう

として立
た

てたのですが問題
もんだい

が起
お

こりました 
 

 

神様
かみさま

はイスラエルの民
たみ

の願
ねが

うとおりに王
おう

を立
た

てるため、ベニヤミン部
ぶ

族
ぞく

のサウルを選
えら

ば

れました（I サムエル 9:15-17）。人々
ひとびと

はこれですべての問題
もんだい

が解決
かいけつ

すると思
おも

っていました。

ところがサムエルの警告
けいこく

したことが現実
げんじつ

になってしまいました。王
おう

になったサウルは高慢
こうまん

になって、主
しゅ

なる神様
かみさま

のみことばを聞
き

こうとせず、神様
かみさま

の命令
めいれい

に聞
き

き従
したが

わなくなりました

（Iサムエル 13:1-23,15:1-35）。彼
かれ

は神様
かみさま

のみことばより、人々
ひとびと

のことばや人
にん

気
き

をもっと

重要
じゅうよう

だと思
おも

ったからです（I サムエル 15:24）。 

 

 

 結局
けっきょく

、神様
かみさま

はサウルから離
はな

れてしまいました（I サムエル 16:14-23）。こうしてイスラ

エルの国
くに

は、再
ふたた

びペリシテからばかにされ、危機
き き

を迎
むか

えることになるのです（I サムエル

17:1-54）。 

 

 

学院
がくいん

福音
ふくいん

化
か

２課
か

 

 

世界
せ か い

をあらかじめ征服
せいふく

した

ダビデ  
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神様
かみさま

は危機
き き

の中
なか

でダビデを準備
じゅんび

されました 

 
 

神様
かみさま

の霊
れい

がサウルから離
はな

れたのですが、神様
かみさま

はサムエルを通
とお

して羊飼
ひつじか

いだったダビデを

召
め

され、彼
かれ

に油
あぶら

をそそぎ、新
あたら

しい王
おう

として選
えら

ばれました（I サムエル 16:1-13）。 

 

 ダビデはサウル王
おう

とはちがって、おさないときから特別
とくべつ

に神様
かみさま

によって備
そな

えられていま

した。 

 

・ダビデは羊
ひつじ

を飼
か

う羊飼
ひつじか

いの場
ば

で、詩
し

と賛
さん

美
び

を味
あじ

わっていました 

・まかされた羊
ひつじ

を一匹
いちひき

も失
うしな

わない実力
じつりょく

も兼
か

ね備
そな

えていました 

 

 

羊飼い
ひつじかい

をしていたときに備
そな

えた、猛獣
もうじゅう

から羊
ひつじ

を守
まも

った石
いし

投
な

げの技術
ぎじゅつ

は、イスラエルを

ばかにしていたペリシテの兵
へい

士
し

ゴリヤテを倒
たお

すことに用
もち

いられました。 

 

 

「人
ひと

はうわべを見
み

るが、主
しゅ

は心
こころ

を見
み

る」と言
い

われています。下
した

の聖書
せいしょ

個
か

所
しょ

には、サ

ウルとダビデの心
こころ

の中心
ちゅうしん

が表
あらわ

れています。聖書
せいしょ

から書
か

き写
うつ

して、サウルの心
こころ

と、

ダビデの心
こころ

のちがいについてフォーラムしましょう。 

 

サウル（Iサムエル 15:24） 

 

 

 

 

 

 

ダビデ（詩篇
し へ ん

27:4） 

 

 

 

 

 

 

 

ダビデの苦
くる

しみは、神様
かみさま

が彼
かれ

を偉
い

大
だい

な指
し

導者
どうしゃ

として立
た

てられるために必要
ひつよう

な過
か

程
てい

で

した。いま、苦
くる

しいこと、とてもつらいことはなんですか。そして、そこにある神様
かみさま

の計画
けいかく

はなんでしょうか。いっしょにフォーラムしてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メッセージを聞
き

いてフォーラムしよう 

学院福音
がくいんふくいん

化
か

メッセージを聞
き

いて、世
せ

界
かい

をあらかじめ征服
せいふく

するしかなかったダビデだ

けの奥
おく

義
ぎ

はなにかを下
した

に書
か

いて、フォーラムしましょう 

 

学院
がくいん

福音
ふくいん

化
か

２課
か

 

 

世界
せ か い

をあらかじめ征服
せいふく

した

ダビデ  

ゴリヤテを倒
たお

すことによってサウル王
おう

の 娘
むすめ

の婿
むこ

になったダビ

デはすべてが順 調
じゅんちょう

に見
み

えたのですが、イスラエルの民
たみ

の人
にん

気
き

が

サウル王
おう

よりも高
たか

くなると、それをねたんだサウル王
おう

によって、

命
いのち

を狙
ねら

わられるようになります。こうしてサウルから逃
に

げるた

め、ダビデは荒
あら

野
の

とペリシテをさまよいあらゆる苦
くる

しみにあった

のですが、この時
じ

間
かん

を通
とお

して、苦
くる

しみの中
なか

でも神様
かみさま

で満足
まんぞく

して勝
か

ち

抜
ぬ

くことができる力
ちから

を備
そな

えました。 

 

 

このようなダビデに神様
かみさま

は祝福
しゅくふく

をそそいでくださいました。ア

ブラハムに約束
やくそく

された契約
けいやく

（創世
そうせい

記
き

12:1-3）が、ダビデを通
とお

して

成就
じょうじゅ

する答
こた

えを与
あた

えてくだいました。そして、士師
し し

の時
じ

代
だい

から悩
なや

まされ続
つづ

けてきたペリシテを完全
かんぜん

に征服
せいふく

する答
こた

えも受
う

けました。

ダビデが統
とう

治
ち

した時
じ

代
だい

のイスラエルは、歴史上
れきしじょう

いちばん偉
い

大
だい

な国
くに

、

平
へい

和
わ

な国
くに

として祝福
しゅくふく

を受
う

け、さらにダビデはイエス・キリストの

系
けい

図
ず

に加
くわ

えられるという光栄
こうえい

な祝福
しゅくふく

を受
う

けました。 
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聖
せい

日
じつ

みことばのタイトル 

 

 

聖
せい

日
じつ

聖書
せいしょ

箇所
か し ょ

 

 

  

聖
せい

日
じつ

（主
しゅ

日
じつ

） 

礼拝
れいはい

の準備
じゅんび

をして礼拝
れいはい

をささげ 

みことばを私
わたし

の生活
せいかつ

に適用
てきよう

する 

ことまで、すべてが礼拝
れいはい

です 
 

礼拝
れいはい

の準備
じゅんび

のチェック 

 

  聖書
せいしょ

 
 

  献金
けんきん

 

 

  筆記
ひ っ き

用具
よ う ぐ

 
 

 ＜子
こ

どもの祈
いの

りの手帳
てちょう

＞ 

 

 週報
しゅうほう

を読
よ

む 

 
 

一週間
いっしゅうかん

握
にぎ

るみことば 

Ⅰ列 18:1～40 それから、かなりたって、三年
さんねん

目
め

に、次
つぎ

のような主
しゅ

のことばがエリヤにあった。「アハ

ブに会
あ

いに行
い

け。わたしはこの地
ち

に雨
あめ

を降
ふ

らせよう。」そこで、エリヤはアハブに会
あ

いに出
で

かけた。その

ころ、サマリヤではききんがひどかった。 (1～2） 

 
 

1. エリヤはだれですか 

 1) 荒
あら

野
の

の人
ひと

で祈
いの

りの人
ひと

でした(Ⅰ列 19:10) 

 2) ギルアデの人
ひと

でした（Ⅰ列 17:1、Ⅰ列 1:3） 

 3) 日照
ひ で

りを預
よ

言
げん

して雨
あめ

を降
ふ

らせたり、多
おお

くの奇
き

跡
せき

を行
おこな

った預
よ

言者
げんしゃ

でした（マタ 17:1～9） 

 

2. エリヤはあらかじめ征服
せいふく

しました 

 1) カルメル山
さん

の霊的
れいてき

戦争
せんそう

の主役
しゅやく

でした（Ⅰ列 18:1～40） 

 2) 雨
あめ

を降
ふ

らせる奇
き

跡
せき

で、アハブ王
おう

の前
まえ

に神様
かみさま

の力
ちから

を現
あらわ

しました（Ⅰ列 18:41～46） 

 3）ホレブ山
さん

であらかじめ征服
せいふく

しました 

  （1）御
み

使
つか

いが助
たす

けました（Ⅰ列 19:1～8） 

  （2）7000弟子
で し

の契約
けいやく

を受
う

けました（Ⅰ列 19:18） 

  （3）エリシャを立
た

てました（Ⅰ列 19:19～21） 

 

3. アハブ王
おう

とアラムの国
くに

の征服
せいふく

をあらかじめ知
し

らせてもらいました（Ⅰ列 2:1～11） 

 

か  

あらかじめ征服
せいふく

したエリヤ 
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国
くに

が２つに分
わ

かれました 
 

 

 

 時
とき

が経
た

ちダビデは年
とし

をとり、神様
かみさま

はダビデの後継者
こうけいしゃ

としてソロモンを立
た

てました。神様
かみさま

はソロモンに神殿
しんでん

を完成
かんせい

させる栄誉
え い よ

を与
あた

えられたのですが、彼
かれ

が犯
おか

したいくつかの失敗
しっぱい

は

ブーメランのように返
かえ

って来
き

て、ソロモンの息
むす

子
こ

レハブアムが王
おう

になったとたん、国
くに

は分
わ

かれてしまいました。 

 

 

 

 

 

 

イスラエルの 7代目
だ い め

王
おう

アハブ 
 

レムナントエリヤの登場
とうじょう

！ 
 

 

アハブ王
おう

が預言者
よげんしゃ

を殺
ころ

しはじめたころ、エリヤは北
きた

イスラエルの周辺
しゅうへん

に位置
い ち

するギル

アデという地
ち

域
いき

に住
す

んでいました。エリヤは神様
かみさま

だけを恐
おそ

れた預
よ

言者
げんしゃ

でした。そこで神様
かみさま

は、エリヤを通
とお

してイスラエルの地
ち

に日照
ひ で

りが続
つづ

いてききんになるというみことばを預
よ

言
げん

されました。長
なが

い間
あいだ

、日照
ひ で

りとききんが続
つづ

いたので、アハブ王
おう

はエリヤを探
さが

して責任
せきにん

を問
と

おうとしたのですが、見
み

つけることができませんでした。 

 

 

 

 

 

 

カルメル山
さん

での霊的戦争
れいてきせんそう

がはじまりました 
 

 

学院
がくいん

福音
ふくいん

化
か

３課
か

 

 

あらかじめ征服
せいふく

した 

エリヤ  

南
みなみ

のユダはソロモンの息
むす

子
こ

レハブアムが、北
きた

のイスラエ

ルはソロモンの家
け

来
らい

であったヤロブアムが治
おさ

めるようにな

りました。そして、時
じ

間
かん

が過
す

ぎて北
きた

イスラエルの王
おう

としてア

ハブが登場
とうじょう

します。 

 

 

北
きた

イスラエルの７代
だい

目
め

王
おう

アハブは、 強 力
きょうりょく

な軍事力
ぐんじりょく

と

経済力
けいざいりょく

を持
も

っていた王
おう

でした。神様
かみさま

は彼
かれ

をすべての王
おう

たち

のうちで最
もっと

も悪
わる

いと言
い

われました（I 列王 16:28-33)。その

理
り

由
ゆう

は、偶像
ぐうぞう

を崇拝
すうはい

する祭
さい

司
し

の娘
むすめ

イゼベルを妻
つま

として迎
むか

え

て、北
きた

イスラエルのすべての地
ち

域
いき

に偶像
ぐうぞう

を崇拝
すうはい

する神殿
しんでん

と

祭壇
さいだん

、そして、像
ぞう

を作
つく

ったからです。アハブ王
おう

は、それだけ

ではなく、イゼベルとともに神様
かみさま

に仕
つか

える預
よ

言者
げんしゃ

を捕
つか

まえて

殺
ころ

しはじめました。 

 

アハブ王
おう

の臣
しん

下
か

オバデヤを通
とお

して、とうとうエリヤとア

ハブ王
おう

が向
む

き合
あ

いました。エリヤはアハブ王
おう

にバアルに

仕
つか

える預
よ

言者
げんしゃ

450人
にん

、アシェラに仕
つか

える預
よ

言者
げんしゃ

400人
にん

をカ

ルメル山
さん

に集
あつ

めるように言
い

います。そして、カルメル山
さん

で、イスラエルの民
たみ

が見
み

守
まも

る中
なか

、有名
ゆうめい

な霊的戦争
れいてきせんそう

が始
はじ

ま

りました。 

 

 

エリヤはバアルの預
よ

言者
げんしゃ

に、たきぎの上
うえ

にいけにえを載
の

せて名
な

を呼
よ

んだとき、火
ひ

をもって答
こた

える神
かみ

、その方
かた

が神
かみ

であると言
い

いました。この挑戦
ちょうせん

を受
う

け入
い

れたバアルの預
よ

言者
げんしゃ

は、一日中
いちにちじゅう

バアルの名
な

を叫
さけ

びながら祭壇
さいだん

の周囲
しゅうい

を回
まわ

って踊
おど

り、剣
けん

や槍
やり

で自
じ

分
ぶん

のからだを傷
きず

つけて血
ち

を流
なが

すま

でしました。しかし、火
ひ

は降
ふ

って来
き

ませんでした。 
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エリヤは遠
とお

い昔
むかし

から崩
くず

れていた、主
しゅ

の祭壇
さいだん

を築
きず

き、いけにえの上
うえ

に水
みず

を注
そそ

いで神様
かみさま

に祈
いの

り始
はじ

めました。すると、主
しゅ

の火
ひ

が降
ふ

ってきて、水
みず

とそのまわりをすべて焼
や

き尽
つ

く

してしまいました。イスラエルの民
たみ

は、そのとき、はじめて主
しゅ

なる神様
かみさま

だけが唯一
ゆいいつ

の

方
かた

であると告白
こくはく

して、エリヤはバアルの預
よ

言者
げんしゃ

をすべて処刑
しょけい

しました。そして、神様
かみさま

は長
なが

い間
あいだ

の日照
ひ で

りとききんを終
お

わらせて、雨
あめ

を降
ふ

らせてくださいました。（I 列王

18:41） 

 

 

しかし、アハブ王
おう

よりも残忍
ざんにん

な王
おう

妃
ひ

イゼベルはこれをそのままにはしませんでした。

王
おう

妃
ひ

イゼベルは怒
おこ

ってエリヤを殺
ころ

そうとしたので、エリヤは荒
あら

野
の

に追
お

われる身
み

分
ぶん

にな

ってしまいました。一日中
いちにちじゅう

逃
に

げて、からだと心
こころ

が疲
つか

れたエリヤは、えにしだの木
き

の

下
した

に座
すわ

りました。完全
かんぜん

に絶望
ぜつぼう

してしまって、神様
かみさま

に自
じ

分
ぶん

を連
つ

れていってほしいという

祈
いの

りをささげました。そのようなエリヤに神様
かみさま

は焼
や

け石
いし

で焼
や

いたパン菓子
が し

一
ひと

つと、水
みず

の入
はい

ったつぼひとつを与
あた

えた後
あと

、ホレブ山
さん

に導
みちび

かれました。そして、そこでエリヤ

が望
のぞ

んでいた偉大
い だ い

な奇
き

跡
せき

より、かすかな細
ほそ

い声
こえ

で臨
のぞ

まれる神様
かみさま

を悟
さと

らせてくださいま

した。（I列王 19:11-12）。そして、彼
かれ

に新
あたら

しい使
し

命
めい

を与
あた

えてくださいました。 

みことばを聖
せい

書
しょ

から見
み

つけて書
か

いて、どんな状 況
じょうきょう

の中
なか

で与
あた

えられたみことばかをフ

ォーラムしましょう。 

 

I 列王 19:11-12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上
うえ

の個
か

所
しょ

のように、私
わたし

がとてもつらかったときに支
ささ

えてくださった、かすかな細
ほそ

い御
み

声
こえ

、神様
かみさま

のみことばはありますか。あれば書
か

いて、いっしょにフォーラムしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メッセージを聞
き

いてフォーラムしよう 

学院福音
がくいんふくいん

化
か

メッセージを聞
き

いて、あらかじめ征服
せいふく

するしかなかったエリヤだけの奥
おく

義
ぎ

はなにかを書
か

いて、いっしょにフォーラムしましょう。 

 

学院
がくいん

福音
ふくいん

化
か

３課
か

 

 

あらかじめ征服
せいふく

した 

エリヤ  
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か  

あらかじめ征服
せいふく

したエリシャ 聖
せい

日
じつ

みことばのタイトル 

 

 

聖
せい

日
じつ

聖書
せいしょ

箇所
か し ょ

 

 

 

聖
せい

日
じつ

（主
しゅ

日
じつ

） 

礼拝
れいはい

の準備
じゅんび

をして礼拝
れいはい

をささげ 

みことばを私
わたし

の生活
せいかつ

に適用
てきよう

する 

ことまで、すべてが礼拝
れいはい

です 

 

礼拝
れいはい

の準備
じゅんび

のチェック 
 

  聖書
せいしょ

 
 

  献金
けんきん

 

 

  筆記
ひ っ き

用具
よ う ぐ

 
 

 ＜子
こ

どもの祈
いの

りの手帳
てちょう

＞ 

 

 週報
しゅうほう

を読
よ

む 

 

 

一週間
いっしゅうかん

握
にぎ

るみことば 

Ⅱ列 2:9～11 主
しゅ

がエリヤをたつまきに乗
の

せて天
てん

に上
あ

げられるとき、エリヤはエリシャを連
つ

れてギルガル

から出
で

て行
い

った。エリヤはエリシャに、「ここにとどまっていなさい。主
しゅ

が私
わたし

をベテルに遣
つか

わされたか

ら」と言
い

ったが、エリシャは言
い

った。「主
しゅ

は生
い

きておられ、あなたのたましいも生
い

きています。私
わたし

は決
けっ

してあなたから離
はな

れません。」こうして、彼
かれ

らはベテルに下
くだ

って行
い

った。 (1～2) 

 

1.エリヤに選
えら

ばれました（Ⅰ列 19:19～21） 

 1) 天命
てんめい

を受
う

けました 

 2) 召命
しょうめい

を受
う

けました 

 3) 使
し

命
めい

を受
う

けました 

 

2.戦
たたか

わずにあらかじめ征服
せいふく

しました 

 1) すべてを捨
す

てました(Ⅰ列 19:19～21) 

 2) 霊的征服
れいてきせいふく

を準備
じゅんび

しました(Ⅱ列 2:9～11) 

 3) 戦
たたか

わずにアラムの国
くに

を征服
せいふく

しました (Ⅱ列 6:8～23) 

 

3. 実際
じっさい

に征服
せいふく

しました 

 1) 100人
にん

の預
よ

言者
げんしゃ

が準備
じゅんび

されていました 

 2) 7000弟子
で し

が隠
かく

されていました 

 3) ドタンの町
まち

運動
うんどう

の主役
しゅやく

でした 
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神様
かみさま

はみことばを成就
じょうじゅ

されます！ 
 

 ホレブ山
さん

で疲
つか

れて倒
たお

れたエリヤに神様
かみさま

が与
あた

えられた新
あたら

しい使
し

命
めい

は、ある人
ひと

を見
み

つけて油
あぶら

をそそいで立
た

てなさいということでした。その人
ひと

とは ① アラム地
 ち

域
いき

のハザエル ② 北
きた

イス

ラエルのエフー ③ エリシャでした。（I 列王 19:1-21）これは、神様
かみさま

に敵対
てきたい

してバアルの

偶像
ぐうぞう

に仕
つか

えたイスラエルとオムリ王
おう

家
け

（アハブとイゼベル）をさばくためです。そして、バ

アルにひざをかがめず、バアルに口
くち

づけしなかった 7,000人
にん

を別
べつ

に備
そな

えているというみこと

ばもくださいました（I列王 19:18） 

 

 

みことばのとおりエリヤはエリシャを見
み

つけて弟子
で し

として立
た

てました。さらにエリシャを通
とお

してハザエル（Ⅱ列王 87-15）に神様
かみさま

のみことばが伝達
でんたつ

されて油
あぶら

をそそいでエフーを立
た

てま

した。その後
ご

、アハブ王
おう

はハザエルが属
ぞく

したアラムの国
くに

との戦争
せんそう

で死
し

んでしまいました。そ

して、アラムの王
おう

になったハザエルは、神様
かみさま

を離
はな

れてバアルに仕
つか

えた北
きた

イスラエルをとても

苦
くる

しめました（Ⅱ列王 8:12）。そして、イゼベルは神様
かみさま

のみことばどおりにエフーの謀
む

反
ほん

に

よって殺
ころ

されました（Ⅱ列王 9:7、30-36）。 

 

 

 

預
よ

言者
げんしゃ

エリヤについて行
い

ったエリシャ 
 

 

エリヤが天
てん

に上
あ

げられる前
まえ

に、エリシャになにをしてほしいのかと尋
たず

ねました。する

と、エリシャはエリヤの神様
かみさま

が見
み

せてくださったエリヤの霊
れい

の二
ふた

つの分
わ

け前
まえ

をくださ

いと言
い

いました（Ⅱ列王 2:9-11）。これは、聖書
せいしょ

では長子
ちょうし

にのみ与
あた

えられる祝福
しゅくふく

の

ことを意味
い み

します。エリシャは、これからさらに崩
くず

れていくイスラエルと残
のこ

された

弟子
で し

を指
し

導
どう

するために、長子
ちょうし

の祝福
しゅくふく

が必要
ひつよう

だと感
かん

じました。すると、エリヤはエリシ

ャが願
ねが

うことは難
むずか

しいことだが、自
じ

分
ぶん

を連
つ

れていく神様
かみさま

のなさることを見
み

ることが

できれば、必
かなら

ずなされるだろうと言
い

いました。結局
けっきょく

、最
さい

後
ご

までその場
ば

を守
まも

って天
てん

に

上
あ

がっていくエリヤを見
み

たエリシャは、神様
かみさま

から力
ちから

を受
う

けて、イスラエルを導
みちび

く

霊的
れいてき

サミットの座
ざ

に立
た

つようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アラムの国
くに

のナアマン将軍
しょうぐん

をいやしました 
 

その後
ご

、エリシャはエリヤと同
おな

じように、多
おお

くの不思議
ふ し ぎ

と奇
き

跡
せき

を現
あら

わしました。特
とく

にアラムの国
くに

と関係
かんけい

する答
こた

えを見
み

てみましょう。 

エリシャは、アラムの国
くに

を危機
き き

から救
すく

った英雄
えいゆう

であり将軍
しょうぐん

であったナアマンの

病気
びょうき

（ツァラアト）をいやして、あらかじめ征服
せいふく

する答
こた

えを受
う

けました（Ⅱ列王 6:1-

27）。病気
びょうき

をいやしてもらったナアマン将軍
しょうぐん

は、主
しゅ

なる神様
かみさま

に栄光
えいこう

を帰
き

して、その方
かた

だけに仕
つか

えると告白
こくはく

しました。 

 

学院
がくいん

福音
ふくいん

化
か

４課
か

 

 

あらかじめ征服
せいふく

した 

エリシャ  

エリヤとエリシャの出会
で あ

いを詳
くわ

しく見
み

てみましょう。 

元々
もともと

エリシャは、まわりの人々
ひとびと

が認
みと

めるくらいの裕福
ゆうふく

な農
のう

夫
ふ

でした。彼
かれ

がいつものように畑
はたけ

を耕
たがや

しているとエリヤが

現
あらわ

れて、彼
かれ

の外套
がいとう

を彼
かれ

に掛
か

けたのです。するとエリシャは

すぐに決断
けつだん

して、彼
かれ

が持
も

っていたすべてのことを整
せい

理
り

して、

（Ｉ列王 19:20-21）エリヤについて行
い

きました。そして、エ

リヤが行
い

くところどこであっても、最
さい

後
ご

まで彼
かれ

に従
したが

い、見
み

て、学
まな

びました。 
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エリシャはドタンの町
まち

運動
うんどう

をはじめました 
 

 

 ナアマン将軍
しょうぐん

の病気
びょうき

をいやしたのですが、アラムの国
くに

とイスラエルの間
あいだ

は依
い

然
ぜん

として

悪
わる

いままでした。アラムの国
くに

の王
おう

は絶
た

えずイスラエルを攻撃
こうげき

したのですが、その度
たび

に失敗
しっぱい

しました。王
おう

はその理
り

由
ゆう

が何
なに

か気
き

になりました。まるで誰
だれ

かがイスラエルにアラムの国
くに

が

攻
せ

め込
こ

んでくることをあらかじめ知
し

らせているかのようだったからです。結局
けっきょく

、アラム

の国
くに

はエリシャという預
よ

言者
げんしゃ

がいるから、そのようになっているという事
じ

実
じつ

を知
し

ることに

なりました。すると、アラムの国王
こくおう

は暗
くら

い夜
よる

を利
り

用
よう

して再
ふたた

び軍隊
ぐんたい

を送
おく

り、エリシャがいる

ドタンの町
まち

を取
と

り囲
かこ

みました。無
む

数
すう

のアラムの軍隊
ぐんたい

を見
み

たエリシャのしもべは怖
こわ

がって震
ふる

えました。エリシャは彼
かれ

に恐
おそ

れる必要
ひつよう

はないと言
い

って、このように告白
こくはく

しました。 

 

「恐
おそ

れるな。私
わたし

たちとともにいる者
もの

は、彼
かれ

らとともにいる者
もの

よりも多
おお

いのだから」 

 （Ⅱ列王 6:16） 

 

その話
はなし

を聞
き

いたしもべの霊的
れいてき

な目
め

が開
ひら

いて、ドタンの町
まち

を囲
かこ

んでいるアラムの軍隊
ぐんたい

よ

り、神様
かみさま

の火
ひ

の馬
うま

と火
ひ

の戦車
せんしゃ

がはるかに多
おお

いという事
じ

実
じつ

を知
し

りました。そして、神様
かみさま

はア

ラムの軍隊
ぐんたい

の目
め

をくらまして、戦
たたか

わないで勝
か

つようにしてくださいました。エリシャは

彼
かれ

らを殺
ころ

すこともできたのですが、殺
ころ

すことなく、反対
はんたい

に多
おお

くの食
た

べ物
もの

でもてなした後
あと

、

送
おく

り返
かえ

しました。これは、アラムの国
くに

をあらかじめ征服
せいふく

した歴
れき

史
し

的
てき

事
じ

件
けん

でした。 

次
つぎ

のみことばを書
か

きましょう。 

 

Ⅱ列王 2:9 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上
うえ

のみことばは、エリヤについていったエリシャのことばです。 

私
わたし

がエリシャなら、どうしますか。自
じ

分
ぶん

のことを考
かんが

えて、自
じ

由
ゆう

に書
か

いてフォーラム

しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メッセージを聞
き

いてフォーラムしよう 

学院福音
がくいんふくいん

化
か

メッセージを聞
き

いて、あらかじめ征服
せいふく

するしかなかったエリシャだけの奥
おく

義
ぎ

はなにかを書
か

いて、いっしょにフォーラムしましょう。 

 

学院
がくいん

福音
ふくいん

化
か

４課
か

 

 

あらかじめ征服
せいふく

した 

エリシャ  


